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経済経済経済経済概要概要概要概要    

（１）経済一般 

●国立統計局によると、０８年後半のベネズエラ人世帯の平均月収は２,３４２BsF、労働平均月収は２,２１４

BsF、その他の活動による平均月収は９７１BsFとなった。また０８年後半のジニ係数は０.４０２８となった。 

●ベネズエラ中央銀行によると、０９年上半期のインフレ率は１０．８％となり、前年同期（１５．１％）を大きく

下回った。また、６月までの過去１年間通算のインフレ率は２６．０％となった。 

●ベネズエラ自動車商工会議所によると、０９年上半期における新車販売台数が対前年比４７.８％減の、８

１,１３１台、新車輸入台数は７５.５％減の２０,２０７台、国内自動車生産台数は１５.５％減の６０,９２４台となっ

た。 

 

（２）対日関連 

●マリスカル・スクレ鉱区油ガス田開発事業における合弁会社設立に係る契約相手選考に関し、ベネズエ

ラ政府は、これまでの個別の覚書（MOU）による契約方式から、複数企業グループから選択する方式に選

考方針を変更した。また、カラボボ鉱区に関し、プロジェクト・ファイナンス案件のみ国際調停を認めると報じ

られた。 

●２７日及び２８日、カラカスにおいて日・ベネズエラ・エネルギー協力ワーキングチーム第一回会合が開催

された。 

 

（３）エネルギー・資源 

●ベネズエラ石油公社（ＰＤＶＳＡ）は現在、ドミニカ共和国の精油所 Refidomsa の株式４９％を購入すべく交渉

中。株式の１００％をドミニカ共和国政府が保有しており、同政府はそのうち４９％をＰＤＶＳＡに１．３億ドルで

売却する予定。 

●ラミーレス・エネルギー石油大臣は、ＰＤＶＳＡが先月総額３０億ドル分発行した債券（Petrobono）で得た

収入を全て契約業者への負債返済に回す旨発表した。なお、今次入札によりＰＤＶＳＡは負債総額５５．５６

億ドルの２５．５２％にあたる１４．１８億ドルの収入を得た。 

●チャベス大統領が国営ＴＶにて、２００９年から２０１９年までの国内基礎産業及び鉱業開発の原則を規定

する「ガイアナ社会主義プラン２０１９」を発表した。 

 

（４）国有化 

●西サンタンデール・グループ傘下ベネズエラ銀行の経営権がベネズエラ政府に譲渡された。ここ１０年間

で国内における初の金融機関の国有化。今次国有化により、政府は国内貯蓄全体の２１．５６％、貸付の１

６．６％、６５１店舗、従業員１５，３４０人（業界全体の２０．７％）を保有することになり、業界最大手になる。 

 

 

 

 

 

 

 


